【スポレック競技要項】

期　　　日　　令和８年１１月１５日（日）
受　　　付　　午前８時３０分
開　始　式　　午前９時００分
競技開始　　午前９時３０分
会　　　場　　滋野提水堂宮城体育館　　℡０２７－２８３－８７３５
チーム編成　　１チーム　２名とする。
※参加対象者　中学生以上とし、高校生以上の学生は除く。
競技方法　　・本大会は、主催者が定めた競技規則で行う。
　　　　　　　・コートはバドミントンコートで（６．１ｍ×１３．４m）ネットの高さは床から９０ｃｍとする。
　　　　　　　・競技は、ダブルス戦とする。
　　　　　　　・ラケットはスポレック専用のもので、グリップにはテープを巻く。
　　　　　　　・ボールは主催者が用意する。
　　　　　　　・組合せについては、スポレック協会の責任抽選により決定する。
試合方法　　・１試合で５セット中３セット先取した方が勝者となる。
　　　　　　　・競技開始前にジャンケンを行い、勝ったチームがサービスもしくはレシーブ、コートを選ぶ。
　　　　　　　・プレーヤーがサービスを失敗したり、正規の返球が出来なかったりした場合は、すべてが相手側の得点になる。
　　　　　　　・１セットは７点先取で、６対６の時はデュースで２点勝ち越した方が勝者となり最大で１１点までとする。（１０対１０となったときは、１１点目を得たチームが勝者となる）
　　　　　　　・参加チーム数によっては、大会形式及びルールの変更をすることがある。
　　　　　　　・サービスは１本とし、そのセットは同一プレーヤーがサービスをする。
サービスはアンダーサービスとし、腰から下で打つ。（打つ瞬間に腰より下であれば良い）
　　　　　　　・サービスはサーブポジションから１回ごとに右、左の順で交互に打つ。
　　　　　　　　打つ位置はサイドラインとセンターラインの延長線上の間でエンドラインの後ろとする。
　　　　　　　・サービスがネットに触れてサービスエリアに入った場合は再度サービスが出来る。
　　　　　　　・サービス権は１セットごとに相手チームと交替する。
　　　　　　　・次回のサービス権を得た時、チーム内でサーバーを交替する。
　　　　　　　・サービスは必ず審判のカウントコール後に打つ。
　　　　　　　・サービスレシーバーは、必ずワンバンドしたボールを相手方に返球しなければならない。
　　　　　　　・サービスレシーバーは交互にプレーヤーを替えて行う。
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